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開館時間

休館日

問い合わせ

スーの住む村では、代々魔女が選ばれ、村を守り、
特別な植物を育ててきた。ある日スーは次の魔女
に選ばれ、いきなり過去へ飛ばされた。歴代の魔
女たちに会ううち、スーは村に秘められた事実に
気づき…。

13人の魔女への扉
長谷川 まりる ／ 著

理論社

中高生向け 

家を飛び出した涼子は、夜の街で出会ったBARの
ママ、ルナと共に大阪を旅した。東京へ戻った涼子
が、再びルナを訪ねたとき店に届いた古いノート
パソコン。涼子はパソコンを開くパスワード探し
を手伝うことに…。

月夜行路Returns
秋吉 理香子 ／ 著

講談社

一般向け

小さな挑戦、小さな発見、小さな「できた」が自分
を変える! 「知らない道を歩いてみる」「花を観賞
する」など、仕事や生活に潤いが足りないと思って
いる大人に向けて、今日からできることを100個
紹介します。

きょうからできるあたらしいこと100
松浦 弥太郎 ／ 著

小学館

一般向け

暑くても外で遊びたい子どもたち。熱中症になら
ないためには? 「帽子をかぶろう」「こまめにお水
を飲もう」など、くだものたちが暑い日を元気で安
全に過ごす約束を伝えます。

あついひのおやくそくだもの
きだに やすのり ／ さく

わたなべ あや ／ え
あかね書房

幼児向け 

なみなみなみなみなみなみなみなみなみ うみ 
いっぱいに なみなみと なみ(「なみ」より) 絵のよ
うなことば、ことばが見える絵、ことばを眺めて絵
を読むなど、新しい感覚で楽しむ愉快な絵本。

わらうことばあそぶことば
内田 麟太郎 ／ ことば

高畠 純 ／ え
絵本館

小学生低学年向け

伝説の管理栄養士として知られる昼間明子。全国
の小学校をめぐって、ご当地の食材を使った美味
しい給食を考え…。問題をかかえる子どもたちに、
おばちゃんが「給食」をとおして向き合っていく連
作短編。

給食のおばちゃん
食べるのは苦手
山口 恵以子 ／ 作
彩田 花道 ／ 絵

理論社

小学生高学年向け

おはなし会のご案内
こどものおはなし会
対 象：幼児・小学生
日 時：水曜日 午後4時～／土曜日 午後2時～

場 所：宇土市立図書館　１階児童室
内 容：絵本や紙芝居の読み聞かせ、
　　  パネルシアター、手遊びなど
※予約・参加費は要りません
※都合により変更や中止になる場合があります

〈 30分程度 〉

0.1.2歳のおはなし会
対 象：0・1・2歳児
日 時：第4火曜日 午前10時30分～

〈 20分程度 〉

7月

小中学校の夏休み期間
は、第4金曜日を除き毎
日開館します。1階の郷
土資料室も学習室とし
て開放しますので、ぜひ
夏休みの調べものや学
習にご利用ください。

夏休み期間は木曜日も開館します！
7月のカレンダー

日 土月 火 水 木 金
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今
か
ら
約
７
３
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
、

鹿
児
島
県
の
薩
摩
半
島
か
ら
約
50
㎞
南
に

位
置
す
る
海
底
火
山「
鬼き

界か
い

カ
ル
デ
ラ
」が

噴
火
し
ま
し
た
。
非
常
に
大
規
模
な
噴
火

だ
っ
た
よ
う
で
、
鹿
児
島
県
南み

な
み

大お
お

隅す
み

町
の

大お
お

中な
か

原は
ら

遺い

跡せ
き

で
発
見
さ
れ
た
炭
化
し
た
木

や
倒
木
の
痕
跡
か
ら
、
火
砕
流
が
九
州
本

土
の
鹿
児
島
県
南
部
ま
で
到
達
し
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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巨
大
噴
火
と
轟
式
土
器

第 139 回

火砕流及び火山灰の到達範囲
町田洋・新井房夫1978「南九州鬼界カルデラから噴出した広域テフ
ラ―アカホヤ火山灰」（『第四紀研究』第17巻３号）から転載（一部改変）

　

こ
の
噴
火
に
伴
う「
ア
カ
ホ
ヤ
」と
呼
ば

れ
る
火
山
灰
の
堆た

い

積せ
き

層そ
う

は
、
東
北
地
方
で

も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
噴
火
の
規
模
が
い

か
に
大
き
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
歴
史
的
な
大
噴
火
を
語
る

う
え
で
、宇
土
と
縁
の
深
い
土
器
型
式（
※

１
）が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
土
器
と
は
、宮
庄
町
の
轟

と
ど
ろ
き

貝か
い

塚づ
か（
国

史
跡
）が
名
前
の
由
来
と
な
っ
た「
轟

と
ど
ろ
き式し
き

土ど

器き

」（
※
２
）で
す
。
噴
火
前
後
の
時
期
に

九
州
全
域
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
土
器

型
式
で
す
が
、
噴
火
の
被
害
が
激
し
か
っ

た
九
州
南
部
で
は
、
噴
火
の
痕
跡
で
あ
る

ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
の
上
か
ら
こ
の「
轟

式
土
器
」
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
噴
火
に
よ
り
生
態
系
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
、
人
間
が
生
活
で
き
る
環

境
で
は
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
で
、
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
の
上
か

ら
こ
の「
轟
式
土
器
」
が
出
土
す
る
遺
跡

や
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
土

地
が
噴
火
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
る
こ
と

な
く
、
人
々
が
住
み
続
け
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰

層
の
上
に
轟
式
土
器
が
あ
る
か
な
い
か
は
、

そ
の
地
域
の
被
害
の
程
度
を
測
る
ひ
と
つ

の
目
安
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

ア
カ
ホ
ヤ
が
混
じ
っ
た
土
層
の
上
で
食

物
残ざ

ん

滓し

（
※
３
）や
轟
式
土
器
が
出
土
し
た

轟
貝
塚
で
は
、
噴
火
後
も
人
々
が
生
活
を

営
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
宇
土
地
域

は
噴
火
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

※
１　

�

形
や
文
様
な
ど
の
特
徴
を
共
有
す

る
一
群
の
土
器
の
こ
と
。
同
じ
土

器
型
式
が
出
土
す
る
遺
跡
同
士
は

「
同
じ
時
代
」「
同
じ
文
化
を
共
有

し
て
い
る
」
な
ど
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

※
２　

�

宇
土
の
轟
貝
塚
で
発
見
さ
れ
た
も

の
を
標
式（
代
表
的
な
形
）と
す
る

土
器
。
轟
貝
塚
で
作
ら
れ
た
土
器

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

※
３　

�

動
物
や
魚
の
骨
、
貝
殻
な
ど
食
べ

物
の
残
り
か
す
。

【
参
考
文
献
】

　
　

�

桒
畑
光
博「
考
古
資
料
か
ら
み
た
鬼
界

ア
カ
ホ
ヤ
噴
火
の
時
期
と
影
響
」（『
第

四
紀
研
究
』第
41
巻
４
号
、２
０
０
２

年
）

轟
式
土
器

　

轟
式
土
器
は
、特
徴
の
違
い
か
ら
数

種
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
貝
殻
で
引
っ
掻か

い
た
よ
う
な
文
様
が

あ
る「
轟
Ａ
式
」や
、粘ね

ん

土ど

紐ひ
も

を
貼
り
付

け
る
な
ど
し
て
隆り

ゅ
う

起き

帯た
い

文も
ん

を
施
し
た

「
轟
Ｂ
式
」な
ど
が
あ
り
、こ
れ
ら
は
使

用
さ
れ
た
年
代
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
轟
Ａ
式
と
轟
Ｂ
式
の
中
間
的
な
特
徴

を
持
つ
こ
と
か
ら
、鹿
児
島
県
西に

し

之の

薗そ
の

遺
跡
出
土
資
料
を
基
準
に
轟
Ｂ
式
か
ら

派
生
し
て
設
定
さ
れ
た「
西
之
薗
式
」

が
、鬼
界
カ
ル
デ
ラ
が
噴
火
し
た
時
期

（
約
７
３
０
０
年
前
）に
最
も
近
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

※�

左
の
写
真
は
い
ず
れ
も
轟
貝
塚
で
出
土

し
た
土
器
片

違いが分かりますか？

轟Ｂ式 西之薗式 轟Ａ式

新しい 古い

30cm
20cm

確認された
火山灰の厚さ
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